鎌倉市自治基本条例策定市民会議第４５回策定委員会会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年１０月１４日（火）午後６時　～　８時３０分

	場　　所　　　　　　　市役所　本庁舎２階　２０１会議室

	出席者：柳下、郡司、太田、小泉、平倉、小田切、児島、渡辺、松本、宅見、三嶋、（推進委員会：幸道、山村）

事務局：征矢、渡邉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要

●　０４～０７の市民について
・全ての人をまちづくり人口と捉えると、基本構想には「まちの主権者である市民」として、市民は入っている。基本構想をつくる人として全ての人を捉えているので、住民に限る必要はない。

・市民は住民を包含している。条例の主体は市民で全てである。市民の責務は住民に限っているのではない。責務とは納税だけではない。

・自治基本条例はどの範囲を視野に入れてつくるかである。まちづくりを行っている人、参加している人を含んでいるのではないか。定義の市民は使い分ける必要があるのではないか。定義では、まちづくりを想定してつくってはどうか。後はテクニックで処理できる。

・他市では用語の意義又は意味といっている。定義とするのではなく用語の解釈とかけないか。

・０７の責務は強すぎるのではないか。

・市民自治に限るべきであると考えるので、（２）、（４）はいらない。

・自ら参加することが大切なので、この文章はきつすぎる。

・「市民は」と「市は」を分ける。

０４　市民自治の基本理念

· 鎌倉市における市民自治の基本理念は次に掲げるものとする。

（1） 市民は、自治の主体者主権者であることを自覚し行動する。市民は、鎌倉のまちが、平和や個人の尊厳と自由を尊重し、健康で豊かな市民生活、歴史的遺産と自然及び生活環境を守るまちとして発展するように努める。　
（２）　市民は、鎌倉のまちが、平和や個人の尊厳と自由を尊重し、健康で豊かな市民生活、歴史的遺産と自然及び生活環境を守るまちとして発展するように努める。　
（2） 市民は、この目的を果たすため、市民の総意で市を設置し、自治の一部を議会、市長に信託し、市民は市政に進んで参加する。
（3） 市は、市民の意志に基づく市政運営に努め、市民の信託に応えなければならない。

（4） 市は、国・神奈川県及び他自治体と対等・協力の関係であり役割分担を担い、自主、自立の立場を堅持して市政運営をはかる。
●　０５市民自治の基本原則について

・協働なのか協力なのか。

・県条例では、協働の原則として「民間公共活動と連携・協力するもの」としている。

・協働は、対等な関係でパートナーシップを組むということ。

・町内会では、協働といって、強制的に参加させられることを懸念している。

０５　市民自治の基本原則

· 市民、議会、市長・執行機関は次に掲げる原則に基づいて自治運営を行う。

（1） 市民参加の原則
（2） コミュニティー（共同体）主体の原則

（3） 情報公開、情報共有の原則

（4） 協働の原則（対案：①民間公共活動との連携・協力の原則　②協力の原則）
（5） 法令の自主解釈・運用の原則
（6） 財政自治の原則
（7） 国・神奈川県及び他自治体との対等・協力の原則
●　０６市民の権利について

・一つにまとめて「市民の権利と役割」とする。

・権利はこれだけなのか。

・次回までの宿題とする。

０６　市民の権利（と役割＝０７と統合？）

○　市民は次に掲げる権利を有する。

1 市民は、すべて人間として尊重され、平和の内に、健康で文化的な生活を営む権利を有する。
2 市民は、主権者として市政に参加する権利を有する。

3 市民は、政策の形成、執行、評価の課程に参加する権利を有する。

4 市民は、情報を共有する権利を有する。

5 市民は、行政サービスを受ける権利を有する。

●　０７市民の責務について
・責務は役割に変える。

・「責務を有する」の表現はなくす。
０７　市民の責務役割（＝０６と統合？）
· 市民は次に掲げる責務役割を有する。

1 市民は、互いに自由と人権を尊重し、友愛と連帯意識を深めるものとする。
2 市民は、市政に進んで参加すると共に、参加にあたっては、自らの発言と行動に責任を持つ責務を有する。
3 市民は、鎌倉の歴史的遺産と自然を守るとともに、住みよい環境づくり、鎌倉らしい都市景観をつくりだす責務を有する。

4 市民は、行政運営に伴う負担を分担する責務を有する。

●　０８以降について
・子ども、事業者は次回検討する。最後に市民を行う。



	特 記 事 項

○　次回の策定推進合同委員会は、

第４６回　日時：平成２０年１０月２０日（月）午後６時～８時　本庁舎２階２０１会議室
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